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中学校2年生　ピア･サポート･プログラム　
指導計画　（2012年度発行 第3版）　
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中学校２年生のプログラム改訂について
ピア・サポートの授業では、主にコミュニケーションを通して「周りの人を大切にする」ことと「自分を大切にする」ことを学習してもらうようにしている。しかし、中学校2年生では主として「自分を大切にする」ことに焦点を絞っており、他学年とは様子が違うということ、また、使われている言葉が難しいということなどから、そもそも指導者である教員がその本質を理解しにくいとの声が多く寄せられていた。
2年生で「自分」に焦点を当てていた理由は、思春期の中でも最も難しい時期である子どもたちに対して、敢えて自分と向き合う時間を持ってほしいという願いからであった。授業の中で「周りの人を大切にしましょう」と面と向かって言われても、生徒たちには気恥ずかしくて、上手くいかないのではないかと考えていた。しかし、そうして作られたプログラムが、一部では上手く機能していないことは事実としてあったようである。

そこで、今回の改訂では以下2点を意識した。

① キーワードに使われている難しい言葉、熟語などを避けて、柔らかい言葉に変更する。

② 自分と向き合う授業でも、最終回はやはり「コミュニケーション」に焦点を当てる。

自分と向き合うことを通して、人が一人では生きていけないことや、人とつながることのよさを実感させてこそ、ピア・サポートの授業であると考えてのことです。

中学校２年生の授業でめざす生徒像
◎自分と向き合うことに躊躇しない。
◎自分が成長したいと願い、そのための挑戦ができるようにする。

◎自分の成長は自分一人でするのではなく、周りの人に頼ったり頼られたりしながら、お互いにしていくものであることを理解している。
中学校３年生へはどうつながっていくか
◎中学校3年生では、「意思決定」を学ぶ。
◎意思決定には様々な場面があるが、中でも、集団の中で自らが意思を持って、参加できるようにすることを目的とした内容になっている。中2に引き続き、やはり「自分を見つめる」という視点が強く含まれたプログラムである。
中学校２年生の授業
テーマ　　セルフ･コントロール
単元目標　自分と向き合い、自分を管理できるようになろう！
実施時期　4セッションとも同学期の実施が望ましく、特に第2、3セッションは内容が続いているため、あまり間が開かない方がよいでしょう。（第2-3セッションの間は1週間程度、それ以外は2週間程度相手もよい例①4,②5,③5,④6月　①5,②6,③6,④7月など）
展開
	時数
	●テーマ
○目標
	ねらい
	授業概要

	予告
	●ピア・サポートの
授業が始まるよ！
	・中2授業テーマを知る。
	・ピア・サポートの意味を確認し、セルフ･コントロールという言葉を耳にする。

	１
	●誰でもできる 
セルフ・コントロール
○セルフ・コントロールの
基本的考えを理解しよう。 
	・セルフ･コントロールの基本的考えを知れば、誰でも自分で自分を成長させることができることを理解させる。

・やめたい「よくない行動」を改善するための行動を考える。
	・のび男君を例に取り上げて、どうしてよくない行動をしてしまうのか考える。そのことから、原因を性格のせいにするのはナンセンスであると知る。
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・その後、「Aという行動は、Bという行動を改善する」というキャッチフレーズの元、セルフ・コントロールの基本的考え（構造・仕組み）を学ぶ。

	２
	●自分を成長させるには？
○自己成長のための

４ステップを知ろう！
	・自己成長の４ステップを知り、練習する。

・セルフ･コントロールの必要性を考えさせる。
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・ピア男君をモデルとして自己成長のための4ステップを知り、それから自分の計画も立ててみる。
・その後、なぜ「セルフ･コントロール」を学ぶのか？について話し合ってみることによって、授業に対するモチベーションを改めて向上させる。

	３
	●上手くいかない
ときには？
○計画を見直して、
よりよい計画をつくろう。
	・自己成長の４ステップがうまくいかないときの見直しポイントを教える。

・他の人の自己成長計画を見直して、自分の計画も振り返らせる。
	・第2セッションに続き、ピア男君をモデルにして自己成長のための4ステップを見直す方法を学ぶ。
・計画が上手くいかないことなどあって当然。本当に大事なのはそれですぐにあきらめてしまうのではなく、修正を繰り返し、打たれ強く成長することであろう。
[image: image6.png]BERBOENOIATT






	４
	●相方って大事だよ！○時には人の手を借りるのも
よいことを知ろう。
	・自分1人では上手くいかないとき、パートナーがいるとよいことを体験させる。

・パートナーには自分が“信頼”を寄せられる相手が望ましいことに気付かせる。
	・自己成長は自分ひとりの力でしなくてはならないものではない。むしろ、人の手を借りて効率よくすることはよいことである。敏腕ビジネスマンにはエージェントがいるし、一流アスリートにはマネージャーやトレーナーがいる。
・パートナーがいることの良さと意義について考えてもらう。


















